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実践中！実践中！

ＦＭあすも ＪＡ番組

「そ～じゃ＊い～じゃ」
毎週金曜日

お昼 12 時 40 分～
絶賛放送中！

妹の莉
り こ

瑚ちゃん（3）。「けんかすることも
あるけど、これからも仲良く遊ぼうね」
とほほ笑む叶翔くん。
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鈴
す ず き

木 叶
か な と

翔 くん（６）
東山小学校１年

図工の勉強を頑張っている叶翔くん。大きく
なったら消防士になるのが夢です。

中
な か む ら

村  魁
か い

 くん（７）
東山小学校１年

生活の勉強が好きな魁くん。大きくなった
らサッカー選手になるのが夢です。

　十五夜の月見は、収穫祭や初穂祭の意
味合いが大きく、無事に収穫できる喜びを
分かち合い感謝する日でもあります。今年
の十五夜は１０月１日です。

十 五 夜   
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写真提供：唐梅館絵巻実行委員会

「 唐梅館絵巻 」
　一関市東山町の唐梅館（長坂城）は、鎌倉時代から４００年間平泉黄金文化を
引き継いだ葛西氏の重臣「千葉一族」の本拠地です。天正十八年（１５９０年）、こ
の地で磐井、胆沢、気仙、本吉、登米、栗原などの将軍が集結し、豊臣秀吉が
通達した小田原参陣に従うか否かを決する軍議の様子を再現したのが、「唐梅館絵
巻」です。例年９月下旬に開催されていますが、今年は開催中止が決定されています。

ＪＡ管内の地域行事や四季の風景を紹介

モチーフ
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特集　第７回　ＪＡいわて平泉　青年部立て看板コンクール

特集

投票者の中から抽選で「りんごジュース」

または「とまとジュース」をプレゼント

第７回 ＪＡいわて平泉

青年部立て看板コンクール

　ＪＡ青年部協議会では、毎年立て看板の制作に取り組んでいます。農業の大切さや素晴らし　ＪＡ青年部協議会では、毎年立て看板の制作に取り組んでいます。農業の大切さや素晴らし

さ、農業と食の関わりによる食の大切さを農業関係者や地域住民、消費者など多くの人たちにさ、農業と食の関わりによる食の大切さを農業関係者や地域住民、消費者など多くの人たちに

アピールしています。作品のテーマやデザインを部員みんなで考え、制作を通して農業や食のアピールしています。作品のテーマやデザインを部員みんなで考え、制作を通して農業や食の

在り方を見つめ直し、部員同士の交流と絆も深めています。今年は９点の力作が集まりました。在り方を見つめ直し、部員同士の交流と絆も深めています。今年は９点の力作が集まりました。

「いいね！」と感じた看板に投票をお願いします。「いいね！」と感じた看板に投票をお願いします。

作品の主旨：私たちはいつも、皆さまの近くで農業

を営んでいます。生産者と消費者の距

離（ディスタンス）をもっと身近に感

じてほしいと思い、制作しました。

作品の主旨：コロナウイルスのまん延によって人々が

苦しみ、行動が制限されている中、人類

存亡の一助となるのは、地産地消・自給

自足を可能にする農業の力…

出動！アマビエちゃん、アグリモード！！！

作品の主旨：多くの生命が息づいてい

るこの世界で、次世代へ

命のバトンをつなぐため、

日々、農作物や家畜を

育てています。それは、

この世界に生きる全ての

命を育むことです。

作品の主旨：歌手の星野源さんの歌「うちで踊ろう」

をもじって、「米をたべよう♪」としまし

た。不要不急の外出を控えているこの

ご時世だからこそ、ご飯を

おいしく食べようという

メッセージを込めました。

設置場所：なかよしまいガーデン（第１遊水地内）
設置場所：ＪＡ千厩営農経済センター

設置場所：ＪＡ旧真滝支店付近

設置場所：ＪＡ花泉支店

一関青年部中里支部千厩青年部

一関青年部真滝支部

花泉青年部金沢支部

「 農業をもっと身近に　～農シャルディスタンス～ 」「 アグリパワー！ 」

「 いのちを育てる 」

「 米をたべよう♪ 」

14

2

3

熊谷 豊 委員長菅原 正仁 部長

菅原 進一 委員長

菅原 吉央 支部長

5 2020.9  KOSHERU こしぇる KOSHERU こしぇる  2020.9 4KOSHERUKOSHERU  こしぇる  こしぇる  2020.2020.99 4 4



特集　第７回　ＪＡいわて平泉　青年部立て看板コンクール

作品の主旨：Ｇｏｏｇｌｅマークのイメージで、農協マー

クをデザインしました。農業やくらし

のことなど幅広い事業を行うＪＡを知り、

気軽に来てもらいたいとの思いを込めま

した。

作品の主旨：地元の牛乳はおいしいんだ！

ということを伝えたいと思い

制作しました。

作品の主旨：W i t h コロナ、この時代

を生きること。自然のあ

りがたさや、田舎の豊さ

を改めて感じる機会をコ

ロナが与えてくれました。

こんな時だからこそ、地

域を守りながら農業を変

えていく思いを表現しま

した。

作品の主旨：「これからも農業を継続して頑張ってい

こう！」というメッセージを込めて制作

しました。

作品の主旨：新型コロナウイルスが猛威を振るっている

今こそ、栄養満点の地域の農畜産物を食べ

て、この危機を乗り越えて

いこうという地域の方々

への熱いメッセージを

込めました。

設置場所：ＪＡ藤沢営農経済センター

設置場所：構造改善センター

（ＪＡ室根営農経済センター隣）

設置場所：ＪＡ大東営農経済センター

設置場所：ＪＡ川崎営農経済

センター

設置場所：ＪＡ東山営農経済

センター

藤沢青年部室根青年部

大東青年部
川崎青年部

東山青年部

「 Ｇｏ Ｔｏ．．．ＪＡ 」「 ぷはあ～ 」

「 ２０２０立ち上がれ！いまこそ、農業！ 」
「 ＳＴＡＹ 農業！ 」

皆さまが「いいね！」と感じた看板に投票をお願いします！

「 農畜産物食べて免疫ＵＰ！ 」

58

7

69
千葉 正敏 部長

岩渕 武士 部長

芦 謙二 部長

菅原 哲 部長

熊谷 祐人 部長

【投票方法】
・下記基準に合うと思うものを重複しないように１作品ずつ選んで投票してください。
　　最優秀賞………… 作品の主旨がはっきりと伝わり、仕上がりが美しいもの。
　　デザイン賞……… 作品のデザインが最もバランス良く形成され美しいもの。
　　アイデア賞……… 作品のデザインが創意工夫、アイデアに満ち溢れているもの。
　　努力賞…………… 細かいところまで一生懸命制作された様子、手作り感が伝わるもの。

・投票は、下記方法で行うことができます。
　　①いちのせき秋まつり 「農業フェスタ」・ひらいずみ産業まつり・青年部軽トラ市（１１月開催予定）等……
　　　会場に用意している所定の用紙に記入して投票
　　②広報誌「こしぇる」……投票先は本誌２３ページの宛先に郵便またはＦＡＸ、Ｅメールで投票
　　③青年部 Facebook……ＪＡいわて平泉青年部協議会公式 Facebook ページにメッセージを送信して投票
　　　（メッセージには住所、氏名、連絡先を記載願います）

※投票は１人１回でお願いします。また、ご応募いただいた個人情報は、当選者のプレゼント発送に利用させていただく以外に利用
　することはありません。

【投票期間】　令和２年９月１日（火）～１１月１５日（日）
【賞　　品】　りんごジュースまたはとまとジュース１ケース（３０缶入）　１０名様
【当選発表】　投票いただいた方の中から厳正な抽選の上、当選者を決定します。当選の発表については賞品の
　　　　　　発送をもって代えさせていただきます。
皆さまからの投票をお待ちしております！

お問い合わせ　ＪＡくらしの活動課　　☎ 0191-23-3009（担当：千葉）
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生
産
者
の
苦
労
肌
で

感
じ
る

　

令
和
２
年
度
職
員
農
業
研
修
を
４
日
間
、

花
き
農
家
で
行
い
ま
し
た
。
入
組
２
年
目

の
職
員
４
人
が
２
人
ず
つ
分
か
れ
て
そ
れ

ぞ
れ
２
日
間
、
小
菊
の
収
穫
作
業
や
箱
詰

め
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
毎
年
、
入
組

３
年
目
ま
で
現
場
で
農
業
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
小
菊
生
産
者
の
藤
野
寿
美
さ

ん
（
千
厩
）
は
「
生
産
現
場
を
知
り
農
家

が
安
心
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
期

待
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
千
厩
支
店
の
伊
藤
ア

リ
サ
職
員
は
「
農
家
の
苦
労
を
知
り
少
し

で
も
役
に
立
て
る
よ
う
業
務
に
生
か
し
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

8/6

経
営
基
盤
強
化
に
向
け

決
意
を
述
べ
る
佐
藤
鉱

一
組
合
長 課

題
な
ど
把
握
し
方
向
示
す

　

経
営
基
盤
の
強
化
に
向

け
、
第
１
次
報
告
会
を
開
き

ま
し
た
。
６
月
下
旬
か
ら
Ｊ

Ａ
常
勤
役
員
や
担
当
部
課

長
、
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
長

ら
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
経
営
と
事
業
、
営
農
関

連
施
設
の
現
状
と
課
題
を

確
認
。
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
情
報

を
共
有
し
、
第
３
次
経
営
計

画
に
基
づ
き
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

7/29
種
を
ま
く
女
性
部
員

収穫した小菊を運ぶ新人職員

共
同
栽
培
の
野
菜
で
食
育
を

　

ニ
ン
ジ
ン
の
種
ま
き
と
エ

ダ
マ
メ
の
草
取
り
を
部
員

13
人
で
行
い
ま
し
た
。
作

業
を
分
担
し
な
が
ら
、
畝

づ
く
り
や
種
ま
き
を
手
際

よ
く
進
め
ま
し
た
。
生
育

状
況
を
見
な
が
ら
８
月
下

旬
に
は
ニ
ン
ジ
ン
の
間
引
き

を
行
い
ま
す
。
ニ
ン
ジ
ン
は

女
性
部
の
統
一
作
物
で
、
共

同
で
栽
培
し
食
農
教
育
な

ど
に
役
立
て
ま
す
。

8/1

ふ
る
さ
と
の
味
で
学
生
応
援

牛
肉
を
確
認
す
る
Ｊ
Ａ
人

事
教
育
課
の
髙
橋
泉
職
員

役
職
員
、
行
政
一
体
で
応
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
低
迷
す

る
牛
肉
の
消
費
拡
大
と
、
農
家
の
生
産
意
欲
向
上
を

図
ろ
う
と
「
食
べ
て
応
援
い
わ
て
南
牛
消
費
拡
大
運

動
」
を
行
い
ま
し
た
。
関
係
機
関
に
も
協
力
を
呼
び

掛
け
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
と
一
関
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
、

一
関
市
、
平
泉
町
か

ら
１
４
２
パ
ッ
ク
の

注
文
が
あ
り
、
消

費
拡
大
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

8/11

看
板
を
設
置
す
る
佐
藤

鉱
一
組
合
長
㊨
と
阿
部

幸
文
常
務 全

容
把
握
に
努
め
早
期
対
応

　

27
、
28
日
に
か
け
て
降

り
続
い
た
大
雨
被
害
に
対

応
す
る
た
め
、「
７
・
28
大

雨
農
作
物
被
害
対
策
本
部
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
29

日
午
後
５
時
現
在
の
水
田

や
畑
へ
の
冠
水
被
害
面
積

は
１
０
０
５
㌶
に
及
び
、
今

後
の
管
理
に
つ
い
て
、
被
害

地
域
の
組
合
員
に
チ
ラ
シ

を
配
布
し
た
他
、
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
で
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

7/30
献
立
を
考
え
な
が
ら
詰
め

放
題
を
楽
し
む
来
場
者

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
笑
い
声
響
く

　

あ
お
ぞ
ら
Ｍマ

ル

シ

ェ

ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ

を
８
月
１
、２
の
両
日
開
き

ま
し
た
。
軽
ト
ラ
市
や
か

き
氷
と
牛
乳
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
、
住
宅
展
示
場
を

見
学
し
な
が
ら
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

軽
ト
ラ
市
の
ト
マ
ト
や

ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ

リ
の
詰
め
放
題
で
は
、
笑

顔
で
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め

込
ん
で
い
ま
し
た
。

8/1

培
土
に
つ
い
て
研
修
す
る

部
会
員

特
産
品
詰
め
合
わ
せ
を

紹
介
す
る
勝
部
修
市
長

販
売
金
額
過
去
最
高
上
回
る

　

令
和
２
年
度
生
産
販
売
実

績
検
討
会
を
三
研
ソ
イ
ル
㈱

（
八
幡
平
市
）
で
開
き
、
販
売

額
が
過
去
最
高
の
５
０
５
４

万
３
５
３
０
円
（
前
年
比

１
０
３
％
）
に
な
っ
た
と
報

告
し
ま
し
た
。
来
年
度
の
出

荷
に
向
け
適
期
作
業
に
努
め
、

課
題
を
共
有
し
改
善
に
取

り
組
み
ま
す
。
研
修
会
で
は

培
土
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

今
後
の
栽
培
に
生
か
し
ま
す
。

　

市
内
の
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
県
内
外
の
学
生
に

市
内
産
農
産
物
や
加
工
品
を
贈
る
「
う
ま
い
も
ん
丸

ご
と
贈
っ
て
学
生
応
援
事
業
」
の
出
発
式
を
開
き
ま

し
た
。
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
に
は
、一
関
地
域
で
育
っ

た
米
「
金
色
の
風
」
や
Ｊ
Ａ
の
と
ま
と
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
１
万
円
分
が
入

り
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
伴
う
市
独

自
支
援
策
で
す
。

7/31
収
穫
前
管
理
を
確
認
す
る

生
産
者 収

穫
前
管
理
で
所
得
の
向
上

　

リ
ン
ゴ
定
例
指
導
会
を
11

会
場
で
開
き
ま
し
た
。
果
実

の
着
色
と
肥
大
を
促
進
す
る

た
め
、
品
種
ご
と
に
葉
摘
み

や
玉
回
し
の
方
法
、
見
直
し

摘
果
に
つ
い
て
確
認
。
Ｊ
Ａ

園
芸
課
の
村
上
廣
美
職
員

は
「
収
穫
前
管
理
を
し
っ
か

り
行
い
、
平
均
単
価
が
高
い

上
位
等
級
の
果
実
に
仕
上
げ
、

所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

8/4

共
乾
経
営
改
善
へ

コ
ン
サ
ル

一関市 ＪＡいちご生産部会

ＪＡＭＩＴハウジングギャラリーいちのせきＪＡ女性部平泉中央支部

ＪＡ果樹部会リンゴ専門部

＝写真撮影日カメラマーク

覚書に署名する佐藤組合長㊧

　

Ｊ
Ａ
全
農
と
「
共
同
乾
燥
施
設

補
修
改
修
提
案
に
関
す
る
覚
書
」

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
営
農
経

済
事
業
改
革
の
一
環
で
、
組
合
員

利
用
に
よ
る
共
同
乾
燥
施
設
を
安

定
経
営
し
て
い
く
た
め
の
提
案
を
、
Ｊ
Ａ

全
農
か
ら
受
け
る
こ
と
が
目
的
。
Ｊ
Ａ
全

農
は
８
月
か
ら
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
合
わ
せ
て
14
施

設
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
課
題
を
抽
出

し
、
12
月
に
結
果
と
改
善
案
を
提
案
し
ま

す
。
佐
藤
鉱
一
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
全
農
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
根
本
的
な
部
分
の
解

決
を
図
り
た
い
。
早
急
に
経
営
の
安
定
化

と
運
営
に
取
り
組
む
」
と
話
し
ま
し
た
。

7/30

7/31
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日頃の飼養管理をたたえる入賞者と関係者 

肉
質
高
く
評
価
さ
れ

名
誉
賞

　

第
12
回
い
わ
て
南
牛
枝
肉
共
励
会
の

褒
賞
授
与
式
を
行
い
、
入
賞
者
７
人
を

表
彰
し
ま
し
た
。
出
品
さ
れ
た
36
頭
の

う
ち
最
高
賞
の
名
誉
賞
に
は
三
浦
博
正

さ
ん
（
藤
沢
）
が
輝
き
ま
し
た
。
三
浦

さ
ん
の
去
勢
牛
は
肉
質
が
全
般
的
に

高
く
評
価
さ
れ
、
枝
肉
重
量
４
９
２

㌔
、
枝
肉
単
価
２
８
０
７
円
、
販
売
金
額

１
３
８
万
１
０
４
４
円
で
取
り
引
き
さ
れ

ま
し
た
。
三
浦
さ
ん
は
「
名
誉
賞
を
受
賞

で
き
て
う
れ
し
い
。
飼
養
期
間
中
に
病
気

を
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
良
い
枝
肉
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
初
の
最
高
賞
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

生育状態を見ながら今後の管理を確認

裂
果
対
策
と
病
害
虫

防
除
を

　

若
手
生
産
者
４
人
の
圃
場
を
相
互
巡
回

し
ま
し
た
。
互
い
の
圃
場
の
色
付
き
具
合

や
病
害
虫
発
生
状
況
な
ど
を
見
な
が
ら

今
後
の
管
理
の
注
意
点
を
確
認
し
ま
し
た
。

昼
と
夜
の
気
温
差
を
大
き
く
せ
ず
に
水
管

理
で
土
壌
水
分
を
一
定
に
保
っ
て
裂
果
を

防
ぐ
こ
と
や
、
収
穫
終
了
予
定
か
ら
逆
算

し
た
摘
心
時
期
と
最
終
の
追
肥
時
期
な
ど

の
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。
及
川
華
代
さ

ん
（
藤
沢
）
は
「
日
差
し
の
強
い
日
は
遮

光
に
も
注
意
し
て
い
る
。
温
度
管
理
と
水

管
理
を
徹
底
し
て
11
月
ま
で
安
定
出
荷
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
ま
し
た
。

8/58/21

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
紹
介
す

る
Ｊ
Ａ
園
芸
課
の
舞
草
美

津
恵
職
員
㊧
と
Ｊ
Ａ
営
農

振
興
課
の
大
貫
裕
子
職
員

発
想
を
転
換
し
販
売
促
進
を

　
「
産
地
応
援
！
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
米
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
、
９
月
10
日
ま
で
関
西
の
大
阪
い
ず
み
市

民
生
活
協
同
組
合
と
イ
ズ
ミ
ヤ
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
令
和
１
年
産
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」（
５
㌔
）
の
袋
に

つ
い
て
い
る
応
募
シ
ー
ル
を
は
が
き
に
貼
り
応
募

す
る
と
、
抽
選
で

各
店
30
人
に
「
い

わ
て
南
牛
」
の
精

肉
が
当
た
り
ま
す
。

8/5
人
気
の
お
供
え
用
の
花
を

包
む
女
性
部
員
㊨

お
盆
の
お
供
え
は
地
元
産
で

　

ふ
れ
あ
い
野
菜
市
お
盆

期
間
特
別
営
業
を
８
月
10

日
か
ら
４
日
間
、
花
泉
の
直

売
所
で
行
い
ま
し
た
。
店
内

に
は
部
員
が
栽
培
し
た
旬

の
朝
ど
り
野
菜
や
加
工
品
の

他
、
色
鮮
や
か
な
お
供
え
用

の
花
が
並
び
ま
し
た
。
お
盆

を
地
元
の
旬
で
迎
え
た
い
と

多
く
の
買
い
物
客
が
訪
れ
、

目
当
て
の
商
品
を
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。

8/13
商
品
を
買
い
求
め
る

来
店
者

受
け
取
っ
た
野
菜
を
確
認
す

る
祭
畤
温
泉
か
み
く
ら
お
か

み
の
佐
藤
奈
保
美
さ
ん
㊨

感
謝
込
め
愛
情
価
格
で
提
供

地
元
農
産
物
を
料
理
で
Ｐ
Ｒ

　

野
菜
夕
市
を
Ｊ
Ａ
旧
中
里

支
店
で
開
き
ま
し
た
。
部
員

の
減
少
に
伴
い
農
家
組
合
に

協
力
を
要
請
し
、
７
月
か
ら

商
品
の
陳
列
な
ど
を
一
緒
に

行
っ
て
い
ま
す
。
価
格
は
ほ

と
ん
ど
が
１
０
０
円
で
、
小

野
寺
光
子
支
部
長
は
「
価
格

を
変
え
ず
新
鮮
な
も
の
を
安

く
提
供
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
野
菜
夕
市
は
12
月
ま

で
月
１
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
の
飲
食
店
で
開
催

し
た
「
第
23
回
全
国
地
ビ
ー

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
一

関
」
に
合
わ
せ
、
Ｊ
Ａ
の

協
力
で
一
関
産
農
産
物
Ｐ
Ｒ

事
業
を
行
い
ま
し
た
。
賛

同
す
る
飲
食
店
15
店
舗
に

ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ

を
無
償
で
提
供
。
地
ビ
ー

ル
に
合
う
お
い
し
い
料
理

で
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

8/118/19

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

水
田
に
薬
剤
散
布

適
期
防
除
で
品
質
低
下
防
ぐ

　

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の

カ
メ
ム
シ
防
除
を
８
月
上

旬
か
ら
各
地
で
行
い
ま
し
た
。

カ
メ
ム
シ
の
す
く
い
取
り
調

査
で
は
前
年
よ
り
カ
メ
ム
シ

の
数
が
多
く
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
一
関
地
方
良
質
米
生

産
技
術
情
報
や
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
な
ど
で
地
域
内
一
斉
防
除

の
効
果
的
な
方
法
を
紹
介

し
な
が
ら
、
適
期
防
除
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

8/10
色
付
き
具
合
や
規
格
を

確
認
す
る
生
産
者

硬
さ
を
確
認
し
適
期
収
穫
を

　

り
ん
ご
早
生
種
収
穫
指

導
会
を
Ｊ
Ａ
西
部
、
南
部
、

東
部
園
芸
セ
ン
タ
ー
で
開
き

ま
し
た
。
収
穫
時
期
や
選
果

規
格
な
ど
を
確
認
し
、
早
生

種
の
目
揃
え
を
行
い
ま
し
た
。

小
岩
克
宏
専
門
部
長
は
「
例

年
に
な
く
気
温
の
高
い
日
が

続
き
、
着
色
管
理
に
苦
労
す

る
が
、
し
っ
か
り
管
理
し
出

荷
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
ま
し
た
。

8/26
選
果
基
準
を
確
認
す
る

生
産
者 収

穫
開
始
の
判
断
は
慎
重
に

　

紅
ロ
マ
ン
目
揃
え
会
を
開

き
、
収
穫
適
期
や
収
穫
作

業
の
留
意
点
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
管
内
の
収
穫

ピ
ー
ク
は
８
月
16
日
頃
。
着

色
が
進
み
や
す
い
品
種
の
た

め
、
必
ず
食
味
を
確
か
め
香

り
や
果
汁
が
十
分
に
出
て
か

ら
適
期
収
穫
す
る
よ
う
注
意

を
促
し
ま
し
た
。
販
売
数
量

２
万
４
０
０
０
箱
（
10
㌔
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

8/12
摘
葉
作
業
の
説
明
を

受
け
る
生
徒

農
家
実
習
で

収
穫
な
ど
体
験　

生
産
技
術
科
生
産
科
学

コ
ー
ス
の
２
年
生
20
人
は
８

月
20
、
21
の
両
日
、
管
内
５

カ
所
の
園
芸
農
家
で
農
家
実

習
を
行
い
ま
し
た
。
キ
ュ
ウ

リ
農
家
で
は
生
徒
５
人
が
摘

葉
や
収
穫
作
業
を
体
験
し
ま

し
た
。千
葉
真
人
さ
ん
は「
収

穫
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
作

業
工
程
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

8/20

ＪＡミニトマト部会

千厩高校

一関市

いわて南牛振興協会

ＪＡ女性部花泉中央支部 ＪＡ女性部一関中央支部中里支部

＝写真撮影日カメラマーク

ＪＡ果樹部会りんご専門部 ＪＡ果樹部会りんご専門部
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農
業
へ
の
思
い
強
く

　
山
あ
い
に
広
が
る
田
園
地
帯
で
、
農

薬
散
布
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
遠
隔
操
作
す

る
槻
山
隆
幸
さ
ん
。
農
家
に
生
ま
れ
育

ち
高
校
生
の
頃
に
は
将
来
の
就
農
を
決

め
、
高
校
卒
業
後
は
農
業
を
手
伝
い
な

が
ら
市
内
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
。
そ

の
頃
、
地
域
で
は
農
家
の
高
齢
化
に

よ
り
米
作
り
を
や
め
る
と
こ
ろ
が
増

え
、
代
わ
り
に
転
作
田
を
使
っ
た
永
年

性
牧
草
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。

転
作
田
の
有
効
活
用
に
興
味
を
持
っ
た

隆
幸
さ
ん
は
高
校
時
代
の
恩
師
に
相
談
。

恩
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
岩
手
県
立

農
業
大
学
校
に
進
み
農
業
の
基
礎
を
学

ん
だ
。
恩
師
か
ら
の
依
頼
で
一
関
二
高

の
農
業
の
実
習
助
手
に
就
い
た
。
６
年

間
勤
務
し
充
実
し
て
い
た
が
「
中
途
半

端
な
農
業
は
し
た
く
な
い
」
と
実
習
助

手
を
辞
め
、
米
作
り
に
専
念
す
る
日
々

が
始
ま
っ
た
。

地
域
の
防
除
作
業
に
従
事

　

県
立
農
業
大
学
校
の
授
業
で
産
業
用

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
資

格
を
取
得
し
て
い
た
隆
幸
さ
ん
は
、
市

内
に
住
む
農
大
の
後
輩
２
人
と
共
同
で

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
１
機
を
導
入
。
防
除
作

業
を
す
る
組
織
「
一
関
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
」
を
設
立
し
、
隆
幸
さ
ん
が

代
表
に
就
い
た
。
業
務
は
奥
州
市
の
有

限
会
社
岩
手
ス
カ
イ
テ
ッ
ク
か
ら
作
業

委
託
さ
れ
る
水
田
の
農
薬
散
布
。
岩
手

県
内
が
業
務
エ
リ
ア
だ
が
、
遠
い
と
こ

ろ
で
は
県
の
最
北
ま
で
行
く
こ
と
も
あ

る
。

　

隆
幸
さ
ん
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
も
こ
な
す
が
、
主
に
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
を
担
当
す
る
こ
と
が
多
い
。

「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
操
作
に
集
中
で
き

る
よ
う
指
示
を
出
す
こ
と
が
一
番
重

要
」
と
話
し
、
周
囲
の
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
飛
行
の
安
全
性
を
瞬
時
に
判
断

し
指
示
を
出
す
。「
こ
れ
か
ら
は
仲
間

を
増
や
し
て
機
体
も
増
機
し
、
管
内
の

防
除
を
引
き
受
け
て
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
夢
は
膨
ら
む
。

地
域
農
業
を
元
気
に

　
「
何
年
や
っ
て
も
農
業
は
１
年
生
」。

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
一
人
で
は
や

り
き
れ
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

知
っ
て
い
る
。「
地
域
の
人
た
ち
が
力

を
貸
し
て
く
れ
る
か
ら
頑
張
れ
る
」
と

隆
幸
さ
ん
。
地
域
で
も
集
落
営
農
を
進

め
て
お
り
、
中
山
間
事
業
な
ど
の
事
務

局
を
務
め
る
他
、
集
落
営
農
組
織
「
恋

の
丘
営
農
組
合
」
に
は
設
立
か
ら
関
わ

り
、
法
人
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
。「
個
人
と
し
て
も
、
地
域

と
し
て
も
、
農
業
を
元
気
に
し
て
い
く

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
農
地
や

農
業
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
地
域
農
業

を
守
り
続
け
た
い
」。
隆
幸
さ
ん
の
熱

い
思
い
と
挑
戦
は
続
く
。

—
—

 

水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
、
園
芸
作
物
の
栽
培
を
模
索

中
。
年
間
を
通
し
て
ハ
ウ
ス
を
有
効
活

用
し
て
い
き
た
い
。

産業用無人ヘリコプター
　一関スカイネットサービスで３年
前に導入した産業用ヘリコプター「ヤ
マハＦＡＺＥＲ Ｒ」。１日に約５０㌶を、
安全に注意しながら散布します。

私の一品

高い志のもと、日々“キラリ”と光る活動をしている人たちがいる。“ 黄金の郷 ”
いわて平泉を支える、魅力溢れる“こしぇるびと”のメッセージをシリーズで
紹介していく。

PROFILE
槻山 隆幸さん（41）
Takayuki Tsukiyama

一関市厳美町

１９７９年一関市厳美町生まれ。一関農業高
校を卒業後、市内の会社勤務を経て県立農
業大学校に進学。農業の基礎と産業用無人
ヘリコプターの資格を取得。２０１３年就農し、
飼料用、加工用含む水稲 9.4㌶、トウモロコ
シ５０㌃を栽培。両親、姉の 4 人暮らし。

地域の防除と農業を元気に
一関市厳美町　槻 山  隆 幸 さん

vol.73
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一　関
花　泉
平　泉
千　厩
藤　沢
大　東
東　山
室　根
川　崎

17
35
4
17
5
11
11
13
1

114

831
935
824
770
1,027
761
816
836
625
1,027

453
471
716
430
557
473
504
618
625
430

22
35
6
19
6
23
6
16
5

138

986
922
771
925
773
828
845
851
737
986

513
476
534
560
573
442
523
551
590
442

39
70
10
36
11
34
17
29
6

252

645,785
671,393
697,840
613,250
685,300
670,741
668,865
705,517
652,850
664,007

115.0%
112.6%
115.1%
107.0%
118.7%
112.7%
110.5%
117.1%
111.1%
113.3%

599,435
673,891
760,100
558,088
707,740
625,600
652,200
712,715
624,800
647,273

681,600
668,894
656,333
662,605
666,600
692,330
699,417
699,669
658,460
677,831

支　部
頭数 高値 安値 平均価格 頭数 高値 安値 平均価格 頭数 平均価格

合計去勢雌
前回比（％）

合計・平均

※単位：円（ただし高値・安値は千円）税込みです。

８月市場の
最高販売額の血統構成

雌 父：
母の父：
祖母の父：

茂晴花
安福久
勝忠平
（藤沢）

去勢 父：
母の父：
祖母の父：

勝乃幸
安福久
百合茂
（一関）

県南子牛市場　８月６日

JAいわて平泉集荷月間最高販売牛　血統紹介
＊雌の部 美国桜×安福久×勝忠平

第１花藤×百合茂×安福久
Ａ５  420 ㎏　2,890 円
Ａ５  583 ㎏　2,754 円＊去勢の部

格付

444

424

484

2,308

2,025

1,807

1,019,677

861,247

873,412

522

529

539

2,254

1,964

1,717

1,177,951

1,039,347

925,850

89.5%

５
等
級
４
等
級

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
販
売
分

３
等
級

販売頭数５７頭

雌

単価（円）枝重（kg） 販売額（円） 単価（円）枝重（kg） 販売額（円）
上物率

（格付４等級以上）

去勢

※枝重、単価、販売額は平均値

令和２年８月

営
農

クセ トレ

大東支店
ライフアドバイザー　担当

高橋  康宏
　共済の普及活動や、共

済金の支払い等を担当し

ています。組合員それぞ

れの『思い』を大切にし、

これからも先輩職員を見

習って頑張っていきたい

です。お気軽にご相談く

ださい。

生産資材
ひろば

営農経済センター・各経済店舗の
秋期営業時間のお知らせ
　９月１５日（火）から１０月３１日（土）まで
の営業時間は、下記の通りです。確認の上、
ご利用ください。

 お問い合わせ・お申し込み　ＪＡ各営農経済センターまたはＪＡ営農振興課　☎34-4001

 お問い合わせ・お申し込み　ＪＡ営農振興課　☎34-4001 一関農業改良普及センター　☎52-4961

秋の農作業安全月間
９月１５日（火）～１１月１５日（日）

令和２年度  岩手県農作業安全スローガン

定例相談窓口を開設しています！

窓口開設日
毎月第３金曜日
 午後１時３０分～

集落営農の組織化・法人化集落営農の組織化・法人化

　いよいよ秋の繁忙期を迎えますが、農作業事故が多くなる時期でもあります。岩手県内でも、例年
１０件近くの農作業死亡事故が発生しています。事故は機械操作だけでなく転落ややけどなどさま
ざまな場面で発生することから、一人一人が安全意識を持ち、農作業事故防止を心掛けましょう。

　労災保険は、労働者の業務災害（負傷、死亡など）に対して保険給付を行う公的制度です。治療
費や休業補償の給付など充実した制度となっています。万一の場合に備えて加入をご検討下さい。

9月加入　基礎日額5,000 円の場合　（加入期間   令和 2年 9月～令和 3年 3月31日）

集落営農の組織化や法人化を検討している地区および組織のご相談をお待ちしています。

～もしもの場合に備えて労災保険特別加入制度のおすすめ～

加入区分

概算保険料（保険料＋事務費）
特定農作業従事者

11,589 円
指定農業機械作業従事者

4,293 円

慣れるほど　忘れてしまうその危険
心につけて　若葉マーク

９月１８日（金）
１０月１６日（金）
１１月２０日（金）
１２月１８日（金）

令和３年　１月１５日（金）
２月１９日（金）

開　　設　　日 場　　　　所

ＪＡいわて平泉営農振興センター
（一関市川崎町薄衣字久伝18-1）

※なお、会場、時間は必要に応じて調整します。※相談は予約が必要です。相談日
　１週間前までに、下記のいずれ
　かにご連絡ください。

○登熟積算気温によるコンバイン収穫の場合の
　刈り取り開始時期の目安（8/28 現在）

品　　種　　ひとめぼれ
積算温度　　1000℃

刈り取り適期の判断　　～収穫作業の留意点～
刈り取り予測日に近づいたら、次の手順で判断しましょう。

◯黄化もみ割合のチェック
　平均的な大きさの穂を観察し、黄化したもみが１穂も
み数に占める割合を確認します。
刈り取り適期は「黄化もみ割合 80 ～ 90％」（80 ～ 90％
のもみが黄化、10％程度が緑色の状態）です。

◯テストもみすりによるチェック
　黄化もみ割合が 80 ～ 90％に達したら、数穂を試しに
もみすりしてみましょう。
　積算気温による刈り取り適期の判断は、栽培法や日照
時間によって前後する場合がありますので、実際の登熟
状態を確認してください。

令和２年産水稲の刈り取りが
始まります

電話 平日営業時間 休日営業時間
（土日・祝日）事業所

一関地域
   資材センター 23-2266

花泉営農
   経済センター 82-3939

千厩営農
   経済センター 52-5082

大東営農
   経済センター 75-3310

平泉営農
   経済センター 46-2314

藤沢営農
   経済センター 63-2331

東山営農
   経済センター 47-2327

室根営農
   経済センター 64-2221

川崎営農
   経済センター 43-3143

厳美出張所 29-2981

永井出張所 84-2224

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

午
前
８
時
30
分
〜

　  

午
後
４
時
30
分

午
前
８
時
30
分
〜

   

午
後
４
時
30
分

営
業
な
し

刈取開始時期 (月／日 )
平均気温
2℃高い

平均気温
平年並

平均気温
2℃低い

出穂期標高
(m)アメダス地点

一関市竹山町

千厩町

３２

１２０

8/1
8/4
8/7

8/1
8/4
8/7

9/13
9/17
9/22

9/15
9/19
9/24

9/11
9/15
9/19

9/13
9/17
9/21

9/10
9/13
9/17

9/12
9/15
9/19
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監修：やすらぎホールせんまや  ℡：0191-52-5943 ／やすらぎホールいちのせき  ℡：0191-32-1140

「建物更生共済むてきプラス」

の特徴は？ 

　 　火災や地震はもちろん、台風やゲリラ豪雨などの

自然災害に備え、保障内容が充実しています。

《ポイント》
①「実損てん補方式」という支払方法で、損害額を
　しっかりカバー！小さな損害でも安心です。
②水災の時の保障が充実！「臨時費用共済金」「特別
　費用共済金」をお支払いします。
③同一敷地内の付属建物・工作物（門、塀、カーポー
　ト等）を自動保障します。

　さらに、水道管の凍結による損害等

も手厚く保障します。現在ご加入され

ている建物更生共済の保障点検も

行っていますので、

お気軽にＪＡ各支店・

出張所のＬＡ（ライフ

アドバイザー）に

ご相談ください。

くらしのヒント！くらしのヒント！

職員を紹介します

今月の

“つくる”をテーマにＪＡ役員が
思いを綴ります

専務
佐藤 和美

（花泉）

　ＪＡでは現在、「農家組合員の所得増大と農業生

産の拡大」「地域の活性化と結びつきの強化」「組

合員に評価される組合経営」の３つを最重点施策

に、第３次中期経営計画の確実な遂行に向け取り

組んでいます。ＪＡがこれまで果たしてきた地域農

業、地域社会での役割を再確認しながら、具体的

な実践項目を示したマスター工程表の実践を通じて

計画の実現に努めていきます。

　国内では依然、新型コロナウイルスの感染拡大

が続き、春先のイベント中止による花の需要減少の

他、インバウンド需要の激減により枝肉相場の低

迷などの影響が出ています。このような状況に対応

するべく、ＪＡグループでは政府や行政への対策や

支援の要請を行っています。当ＪＡでも新型コロナ

ウイルス災害対策本部を設置し、店舗窓口の安全

確保や会議の在り方、消費拡大運動などの対策を

行ってきました。今後も状況に応じた対策の検討と

対応をしていきますので、地域組合員皆さまのご協

力をよろしくお願いします。

地域農業と地域社会を
支えるＪＡへ

ボリュームのある鉢植えが完成

華やかな鉢でお出迎え華やかな鉢でお出迎え

ＪＡ デイサービスセンター 〒 021-0901
一関市真柴字原下 4-1
TEL 0191-31-1538

〒 029-0803
一関市千厩町千厩字境田 153-12
TEL 0191-52-5668

満
月
を
眺
め
て
楽
し
む
「
お
月
見
」

にぎやかに夏まつり開催
お誕生日

おめでとうございます
華やかな衣装やフラワーレ
イを身に着け、須川節を踊
りました。

訪問介護利用者の佐藤敬さ
んは 8 月１３日、１００歳のお
誕生日を迎えました。

夏まつり盛大に
金魚すくいや的あて、くじ引きの縁日や、
職員が踊る「お祭りマンボ」で楽しみました。

　

信
用
・
共
済
・
経
済
業
務
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
期

待
と
信
頼
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
食
べ
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
、
に
ぎ
や
か
な

雰
囲
気
で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

　

 

厳
美
出
張
所	

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

地
域
に
根
差
し
、
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
元
気
な

店
舗
を
心
掛
け
て
い
ま
す

信用窓口リーダー 
佐藤 菜々子

経済 
千葉 純一

経済 
小岩 俊彦

信用窓口 
齋藤 由美

共済渉外
石川 俊

信用渉外
加藤 佑弥

所長 
阿部 恵美子

所長代理 
金田 洋江

共済窓口
福島 恵美

所長代理 
阿部 弘晶

共済窓口 
今出 こゆき

・
お
月
見
の
由
来

　
中
国
で
は
初
秋
～
晩
秋
に
か
け
て
、
そ

の
月
の
満
月
を
拝
み
月
を
め
で
る
習
わ
し

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
日
本
に
も
伝
わ

り
、
こ
の
時
期
は
農
作
物
の
収
穫
期
と
も

重
な
り
、
豊
作
を
祈
る
収
穫
祭
を
行
う
日

と
し
て
親
し
ま
れ
、
一
般
家
庭
に
も
お
月

見
が
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

・
月
見
だ
ん
ご
の
意
味			



　
団
子
が
月
と
同
じ
よ
う
に
丸
く
、
欠
け

て
も
満
ち
る
月
を
生
や
不
死
の
象
徴
と
考

え
て
愛
し
た
こ
と
か
ら
、
食
べ
る
こ
と
で

健
康
や
幸
せ
が
得
ら
れ
る
と
い
う
考
え
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。
十
五
夜
に
は
15
個
お

供
え
る
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

			




・
ス
ス
キ
を
飾
る
意
味

　
本
来
は
ス
ス
キ
で
は
な
く
「
お
米
の
稲

穂
」
が
月
の
神
様
の
よ
り
代
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
な
か
っ
た
た
め
、

代
用
と
し
て
形
の
似
て
い
る
ス
ス
キ
を

使
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

渡部園長㊧に野菜を渡す菅原部長

おいしく食べてねおいしく食べてね

　ＪＡ青年部協議会は８月２５日、児童養護施設
一関藤の園にトマトやピーマンなどを贈りました。
青年部が育てたもので、子どもたちに地域で栽培
された野菜を食べて元気に過ごしてもらいたいと
の思いを込めました。渡部俊幸園長は「一つも無
駄にせずいただきます」と話し、ＪＡ川崎青年部
の菅原哲部長は「盟友が快く提供してくれた野菜
をおいしく食べてもらいたい」と話しました。

　ＪＡ女性部花泉中央支部家の光記事活用グ
ループは７月３０日、グループプランツを作りまし
た。マリーゴールドやキバナコスモスなど 5 種類
の花を鉢に寄せ植えて、ボリューム感のある鉢植
えを完成させ、ＪＡ花泉営農経済センターの玄関
に飾りました。佐藤セイ子部長は「新型コロナの
影響で沈みがちな心を華やかな鉢植えを見て少し
でも癒やしてほしい」と話しました。

藤沢支店 ＬＡ　皆川 寿博
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ほほっとっとline

　ＪＡ全農の子会社であるＪＡ全農エネルギー（株）が「ＪＡでんき」として組合員向けの家庭用低圧電力の

供給を開始しました。農家組合員の営農と生活に必要な電気を安価に供給することが可能となりました。

　お得な料金メニューをご紹介しますので、お気軽にお問い合わせください。

　「いわて平泉米」の産地力向上を図り有利販売につなげ、

生産者の所得向上を目指すため良食味コンクールを開催しま

す。奮ってご応募ください。

□対象品種・区分　　「ひとめぼれ」の部、「金色の風」の部、「複数品種」の部

□参加方法　　　　　生産者からの応募または各稲作部会からの推薦

　　　　　　　　　　（測定用玄米 400㌘、販売用玄米 60㌔を提出）

□審査方法　　　　　【１次審査】食味計測値および玄米品質審査（各部門上位３点、計９点選出）

　　　　　　　　　　【２次審査】①食味値×５点　②整粒歩合×３点　③アミロース値を審査

　　　　　　　　　　　　　　　　（総得点方式で、区分に関係なく上位３点を選出）

　　　　　　　　　　【最終審査】食味官能試験

□表彰　　　　　　　最高賞１点、優秀賞１点、優良賞１点、審査員特別賞　若干

　　　　　　　　　　（表彰式は、いちのせき秋まつり「農業フェスタ」で行う予定）

ＪＡいわて平泉  理事会だより
　次の事項について審議され、原案通り決議されました。

第 7 回　8 月28 日開催
▶新型コロナウイルス感染拡大に係る肥育農家支援対策　▶固定資産に係る譲渡価格の
設定（利益相反）　▶固定資産取得（平泉カントリー籾摺機更新工事）　▶固定資産取得

（ＡＴＭ更新）　▶固定資産取得（オープン出納機更新）　▶日銀による被災地金融機関を
支援するための資金供給オペレーションに基づく資金借入　▶利益相反取引の承認

新総代が就任しました
　第３回総代選挙は、候補者７００人から届け出があり、定数を超え
なかったことから、無投票により当選が決まりました。任期は令和 2
年９月１日から令和５年８月末日までです。なお、新総代名簿をＪＡ
広報誌ＫＯＳＨＥＲＵ９月号に掲載する予定でしたが、１０月号に掲載
させていただきます。

ＪＡまつり中止のお知らせ
　新型コロナウイルス感染予防のため、次の会場のＪＡまつりを
中止させていただきます。
花泉会場、千厩会場、大東会場、東山会場、室根会場、川崎会場

ＪＡの自己改革に関する組合員アンケート結果がまとまりました
　ＪＡグループでは、ＪＡが現在、取り組んでいる自己改革に対する評価をお伺いするアンケートを実施しました。今後も
組合員の皆さまの期待に応え、地域農業や暮らしを支えるＪＡとなれるよう努力していきます。
　アンケート結果はこちらから　https://org.ja-group.jp/challenge/enquete/

『ＪＡでんき』の取り扱いを開始しました !

「いわて平泉米  良食味コンクール」を開催します「いわて平泉米  良食味コンクール」を開催します

お問い合わせ （ＪＡでんき代理事業者）　ＪＡ西部ガスセンター ☎ 23-5821　ＪＡ東部ガスセンター ☎ 52-2571

お問い合わせ・応募　ＪＡ米穀課　☎ 34-4002

家賃支援給付金は農地の賃料も対象です！
　「家賃支援給付金」は、新型コロナウイルスの感染拡大により、特に大きな影響を受ける事業者に対して、事業の継

続を下支えするため、特に地代・家賃の負担軽減を目的に支給される給付金です。

【給付対象】
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響等により、売上高が減少した方が対象。（令和 2 年 5 月から12 月の売上高が、

(1）いずれかの月について前年同月比 50％以上減少、（2）連続する 3 カ月について前年の同じ期間に比べて 30％以上

減少、のいずれかになっている者）

【給 付 額】
　申請の直近に支払った農地を含む土地や建物の支払賃料（月額）の合計に基づき算出される給付額（月額）の 6 カ

月分（上限額　法人：600 万円、個人：300 万円）

　農林水産省のホームページに詳しい情報が掲載されておりますのでご覧ください。

お問い合わせ	 家賃支援給付金コールセンター　　0120-653-930
	 ＪＡ営農振興課　☎ 34-4001、ＪＡ園芸課　☎ 34-4003、ＪＡ畜産課　☎ 34-4020

ＪＡでんきとは

　組合員の皆さまが日々ご利用されて

いる電気の料金をお安くするために、

ＪＡグループが取り扱う電気メニュー

です。切り替えが簡単で、ＪＡ口座を

そのままご利用できます。

全国農業協同組合連合会 全農エネルギー株式会社

お手続きも安心
担当者が直接ご訪問

金融取引諸手数料の新設・改定を行います
　ＪＡでは、金融取引にかかる諸手数料を新設・改定させていただきます。組合員・利用者の皆さまの多様なニーズに

応えるため、さまざまな商品・サービスの提供に努めてまいりますので、今後とも変わらぬご理解とご協力をお願い申し

上げます。詳しくはＪＡ各支店・出張所で配布のチラシまたはＪＡホームページをご覧ください。

【改 定 日】　令和２年１０月１日（木）
【改定内容】　①新設手数料 … 硬貨入金手数料、金種指定払戻手数料など

　　　　　　②改定手数料 … 両替手数料、為替関係手数料（窓口振込手数料）など

お問い合わせ	 ＪＡ各支店・出張所

監査室課長　小岩 秀明  （人事教育課付）

厳美出張所　佐藤 菜々子  （花泉支店）

【９月１日付】異動

職員の動き（カッコは前所属部署）

お問い合わせ　ＪＡラポート

スタッドレスタイヤキャンペーン開催中！スタッドレスタイヤキャンペーン開催中！
いわてＪＡ－ＳＳチェーンは岩手の農業を応援します！
お早目の準備がお得です。お気軽にご相談ください。

キャンペーン期間　令和２年９月１日（火）～１０月３１日（土）
国内３メーカーのスタッドレスタイヤを

大特価にてご奉仕！

145R12 6PR 145/80R12 80/78N 145R12 6PR

軽トラック
用
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旬彩の恵み

木村  千恵美 さん

野菜ソムリエプロ

煮物、漬け物、炒め物、なんでもよし。
  青菜の少ない時期に収穫できる重宝な野菜。

今月は 葉ダイコン

葉ダイコンのふりかけ

①

②

葉ダイコンをよく洗い１～ 1.5㌢幅に切る

フライパンにゴマ油を熱し、①を軽く炒
める。じゃこと沼エビを加えて炒め、火
が通ったらＡを加え、水気が無くなるま
で弱火で炒める。

  豆知識  	 葉にはβカロテンやカルシウム、ビタミンＣ、Ｋ、葉酸、ミネラル分が多く含まれてい
て、カルシウムやビタミンＣはホウレン草よりも多いほどです。できるだけ捨てずに食べましょう。

〈材料〉作りやすい分量
　葉ダイコン………………… ２５０ｇ

　じゃこ… ……………………… ４０ｇ

　沼エビ… ……………………… ６０ｇ

　　かつお節… ………………… １０ｇ

　　白いりゴマ… …………… 大さじ１

　　めんつゆ… …………… 大さじ２. ５

　　みりん… ………………… 大さじ２

　　ゴマ油… ………………… 大さじ１

A

弁慶のわらじ　220円（税込）／1個

きんいろぱん屋
住所

電話
営業時間
定休日

平泉町平泉字大沢 61-5
（毛越寺門前直売所あやめ内）

 0191-48-3136
9：30 ～17：00
水曜日

〔お店から一言〕

　当店のパンは、平泉町産のこゆ
き小麦と自家製天然酵母を使い、
程よい歯ごたえともちもち食感が特
徴のパンです。パンの具材も平泉

平
泉
駅
東
北
本
線

31

きんいろぱん屋
（毛越寺門前直売所あやめ内）

三日町
瀬原線

毛越寺様

ＪＡ平泉支店
ＪＡ平泉営農経済センター

トマトようかんトマトようかん
①
②

③
④

⑤

⑥

トマトのヘタを取りミキサーにかける
約６㍑のトマトジュースをつくり、鍋に入れあくを取りながら中火で煮詰める。
約４時間煮詰めたら、火を止め鍋のまま一晩冷ます
②を中火で、あくを取りながら約２㍑になるまで煮詰める
寒天４本をちぎり、水（分量外）で戻す。鍋で水を沸騰させ、戻した寒天を入
れて煮溶かし、さらに砂糖を加えて良く溶かす
④と③を合わせ目の細かいざるでこし、鍋に入れかき混ぜながら弱火で約
２０分煮詰める
⑤を型に入れ、粗熱を取り冷蔵庫で冷やし固める

千厩町奥玉
藤野 ふみ子さん

【一口メモ】	
・	かき混ぜずに煮詰めてください。
・ざるでこすと口当たりが良くなります。

❶種まきの３週間前
に石灰を施し、２０㌢
ほどの深さでよく耕し
ておく
❷種まきの１週間前
に、完熟堆肥と油粕
をまき、よく耕して混
ぜ込む
❸種まきの２、３日前
に化 成 肥 料 をまき、
１５〜２０㌢の深さで
もう一度耕す

〈ベッドまき〉
第２回の間引きの
後、列の間にばら
まき、竹べらなど
で土に混ぜ込む

〈溝まき〉
追肥は２回施す。第２
回の間引きの後、畝
の片側にまき、土寄
せする。１回目の追肥
の２週間後に、前回と
反対側の通路に同じ
量の肥料をばらまい
て、軽く耕し、株元に
土を寄せておく

〈ベッドまき〉
❶畑を丁寧にならす

❷板切れで幅２㌢、
深さ１㌢くらいの溝
をつけ、種をまく

〈溝まき〉
鍬幅よりやや広め
の溝を掘り、底面
を丁寧にならす

１

４

2

５

3

６

元肥入れ

追肥

畑の準備・種まき

保温・防寒

間引き

収穫・利用

■材料（深型角バット１個分）

　□トマト………………………………  約５ｋｇ
　□棒寒天… ……………………………  ４本
　□砂糖… …………………………… ５００g
　□水… ……………………………… ２５０ｍｌ

町産にこだわり、余計な添加物を入れずほとんどを手作りして
います。弁慶のわらじ（＝写真）は、平泉ゆかりの弁慶のわら
じにちなみ作りました。大根のからし漬けとチーズ、雑穀を練
り込み、目でも楽しめます。また、地元野菜を使ったアイデア
メニューを提供する「平泉きらめき野菜デー」にも参加し、毎
月指定されるメイン食材を使ったパンを第１木曜日から土曜
日まで販売しています。こちらもぜひ楽しみにご来店ください。

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 11 月10 月 12 月栽培暦

春どり

夏どり

秋どり

冬どり

種まき

トンネル（覆下を含む）被覆

収穫

種まき 収穫

種まき 収穫

種まき 収穫『家の光』２０１９年１０月号
「家庭園芸」から

〈 １平方㍍当たり 〉
・石灰 ……… 大さじ５杯
・完熟堆肥 ……４、５握り
・油粕 ……… 大さじ５杯
・化成肥料 … 大さじ３杯

〈 １列当たり 〉
・化成肥料 … 大さじ 1/2 杯

〈 溝の長さ１㍍当たり 〉
・化成肥料 … 大さじ２杯

化成肥料

化成肥料

化成肥料

バター炒め さっとゆがいて
おひたしに

漬け物や
サラダに

堆肥
油粕

７〜８㎝

３㎝１㌢の厚さに
 覆土する

1.5 〜２㌢間隔
に種をまく

１.5 〜２㌢間隔に種をまく

通路まき溝

60㎝

90㎝

18㎝

べた掛け資材（割
わり

繊
せん

維
い

不
ふ

織
しょく

布
ふ

）などで葉の
上を覆う

ビニールまたは
ポリフィルム

暖かくなるにし
たがって裾を開
けて換気をする

春に早く種をまくとき
には、トンネルで
覆って防寒する

草丈２５㌢以上に育った
ら、株元から引き抜い
て収穫し利用する

間引きは３回行う
第１回
発芽ぞろいの頃、混んだ所を葉が
重ならない程度に間引く

第２回
本葉３枚の時３㌢間隔に間引く

第３回
最終株間が７〜８㌢になるように
間引く
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　ふじの実学園に就職して４年目になります。

以前から障害者支援に興味がありましたが、

短大の実習でお世話になった時に施設の方の

お話を聞き、心が決まりました。利用者に頼

りにされることが私のやりがいになっていま

す。中には、コミュニケーションをとること

が難しい利用者もいますが、接し方を変えな

がら向き合い心が通った時は達成感と共にう

れしさが込み上げてきます。現在は、介護福

祉士の資格取得を目指し勉強を頑張っていま

す。より深い知識を身に付け、今後の支援に

役立てていきたいです。

　休日は、読書や料理をして過ごしています。

ナスやズッキーニなどを使ったカレーは家族

にも好評でした。中学の部活で始めた剣道は

今も続けていて、仕事の合間に練習に参加し

ています。一本決まった時の爽快感がたまら

なく好きです。

室
根
町
津
谷
川　

芳は

が賀 

菜な

み弓 

さ
ん 

24
歳

よ
り
良
い
支
援
を
目
指
し

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

夫婦
二人三脚

NO.78

「あなたもチャレンジ！家庭菜園」
を参考にして野菜栽培を楽しんでいま
す。	 花泉町　Ｓさん（７０代）

今年はコロナ禍で県外へ旅行が出
来ず寂しいです。早く終息して思い切り、
羽根を伸ばしたいです。

	 東山町　Ｈさん（６０代）

コロナ禍で海水浴にも行けず、庭
で水遊びを楽しみました。来年は行け
ますように。	 室根町　Ｏさん（４０代）

毎日、暑いですが暦の上では秋。秋
の虫の鳴き声を耳にしました。

	 千厩町　Ｈさん（５０代）

天気の悪い日が多く心配していた田
んぼの稲に穂が出てきて、とてもうれ
しかったです。やはり、お米が一番で
す。	 大東町　Ｋさん（７０代）

広報８月号の特集「飲モ～！食べよ
う！大地の贈り物」は参考になりました。
生産者、携わっている皆さん本当に感
謝です。	 川崎町　Ｓさん（３０代）

「こしぇるびと」のコーナーを興味
深く読んでいます。若い力がどんどん
チャレンジしていて頼もしいと感じます。

	 平泉町　Ｓさん（５０代）

今年は、ブルーベリーがたくさん実
りましたが動物に食べられてしまいまし
た。枝も折られたりして大変でした。

	 滝　沢　Ｓさん（１０代）

猛暑日が続き、熱中症に気を付け
ながら、外での作業をしています。

	 藤沢町　Ｏさん（６０代）

長梅雨のあとは猛暑となり、へとへ
とです。最近の自然の猛威にはかない
ません。何とか耐え抜きましょう。

	 大東町　Ｋさん（８０代）

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｄ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

  タテのカギ
② 俗に赤トンボと呼ばれるトンボ
⑤ ——半島は青森県北西部に位置します
⑦ ギターやバイオリンに張ります
⑧ 袋に「おてもと」と書かれている物も
　 あります
⑩ ホークはタカ、イーグルは——
⑫ 謙遜して「せがれ」と言う人もいます
⑭	算数の文章題を解くために立てるこ
　 とも
⑯	ギンナンは殻を割り、——をむいて
　 使います
⑱	猫は出したり引っ込めたりできます
⑳	人体——を使って内臓の配置を学んだ
㉑	流し台や食器などに使われるさびにく
　 い合金

  ヨコのカギ
①	唱歌『虫のこえ』ではガチャガチャと
　 鳴いています
②	写真を並べて入れたり、貼ったり
③	きつねうどんのメインの具
④	厳しさの度合いを緩めること。規制——
⑥	すしに添えるショウガの酢漬け
⑨	涼しくなると不快——も下がります
⑪	ぶどう酒の一つ。ブドウの実の皮を取
　 り除いて造ります
⑬	秋桜とも呼ばれる花
⑮	郵便物に料金分を貼り付けます
⑰	イチかバチかの——に出た
⑲	うどんやそば、ビーフンなどのこと

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
当
選
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
発
送
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
身
近
な
話
題
は　
「
皆
さ
ん
の
声
、
お
届
け
し
ま
す
！
」

コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

正解者の中から
１０名の方に
図書カード

（５００円券）を
プレゼントします。

郵便はがきの裏に次の①〜③をご記入の上ご応募ください。
① クイズの答え　② 身近な話題や本誌へ一言
③ あなたの住所、氏名、年齢

	 〒 021-0027  一関市竹山町７－１
	 ＪＡいわて平泉　総合企画課　まで

ご応募は FAX（21- 0242）、Ｅメールでも受け付けます。
Ｅメールアドレス　kosheru@ja-iwatehiraizumi.or.jp

　　　令和２年９月２５日（金）（当日消印有効）

皆さまからのご応募お待ちしております。
締切日

千　葉　勝　子さん（花泉町）
鈴　木　奈名恵さん（平泉町）
岩　渕　美乃里さん（室根町）
佐　藤　葉　月さん（滝　沢）
鈴　木　啓　子さん（川崎町）
菅　原　　徹　さん（大東町）
佐　藤　香千子さん（千厩町）
菅　野　弘　子さん（東山町）
小野寺　聖　子さん（藤沢町）
石　川　君　江さん（舞　川）

今月の当選者

８月号の答えは
「モウショビ」でした。
当選者は次の方々です。

▼８月号の答え

クロスワード◎パズル

vol.78

　

安
春
さ
ん
は
地
元
で
大
工
の
修
行
を
積
み
、
関
東
、

東
北
と
渡
っ
て
腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
手

掛
け
た
家
は
４
０
０
棟
に
上
り
ま
す
。
同
級
生
の
千

代
子
さ
ん
と
は
昭
和
55
年
に
宮
城
県
で
結
婚
し
、
そ

の
後
夫
婦
で
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
農
作
業
受
託
組
合
に
所
属
し
、
約
19
㌶
の

稲
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
工
で
培
っ
た
職
人
魂
は
農

業
に
も
生
か
さ
れ
、
専
用
機
具
で
田
を
通
常
よ
り
深

く
天
地
返
し
し
た
り
、
密
苗
栽
培
を
行
う
な
ど
技
術

の
導
入
に
熱
心
で
す
。

　
「
新
し
い
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
取
り
入
れ
る
の
が
好
き

な
人
で
」
と
ほ
ほ
笑
む
千
代
子
さ
ん
は
訪
問
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
働
い
て
き
ま
し
た
。
共
働
き
で
４
人
の
お
子
さ

ん
を
育
て
た
日
々
を
「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
ね
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　

互
い
を
「
料
理
上
手
で
気
が
利
く
奥
さ
ん
」、「
丈

夫
で
頼
り
に
な
る
旦
那
さ
ん
」
と
話
し
、『
あ
う
ん
の

呼
吸
の
仲
』
と
笑
い
合
い
ま
す
。

夫婦あうんの呼吸で

小野寺  安
やすはる

春さん（65）

　　　  千
ち よ こ

代子さん（65）

花泉町日形

新婚時代、長崎へ観光（昭和５５年）
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〒
021-0027

岩
手

県
一

関
市

竹
山

町
7-1　

TEL0191-23-3006（
代

表
）

／
FAX0191-21-0242

発
行

日
／

令
和

2
年

9
月

10
日

    発
行

／
い

わ
て

平
泉

農
業

協
同

組
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

U
RL　

https://ja-iw
atehiraizum

i.or.jp/
Ｅ

メ
ー
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編
集

／
広

報
編

集
委

員
会

（
総

務
部

総
合

企
画

課
）　

印
刷

／
岩

手
日

日
新

聞
社

編
集
後
記

ト
マ
ト
の
葉
か
き

上
手
に
で
き
て
る
ね

立
派
で
す
ね
〜

巡
回
指
導
で

回
っ
て
き
た
み
た
い

だ
ね
〜

あ
と

も
う
１
つ

い
い
っ
ス
か
？

う
ん

そ
り
ゃ
あ
営
農
指
導
員
は

農
家
に
一
番
近
い
と
こ
ろ
で

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
ね
！

一
ノ
瀬
さ
ん
も

Ｊ
Ａ
に
興
味

あ
る
の
？

何
か
と
思
え
ば

恋
愛
相
談
か
い…

少
し
ね

農
家
に
と
っ
て
は   

Ｊ
Ａ
の
顔   

と

言
っ
て
も
過
言
じ
ゃ
な
い
よ

営
農
指
導
事
業
は
農
業
を
営
む
上
で

最
も
重
要
で
頼
り
に
さ
れ
る
部
門
で
ね

こ
れ
な
ら
優
兄
み
た
い
な

新
規
就
農
者
で
も

安
心
し
て
経
営
で
き
る
よ
ね

就
農
者
が
経
営
を
維
持
で
き
る
よ
う

収
量
・
品
質
を
高
め
る
栽
培
指
導
会
を
は
じ
め

経
営
と
か
の
や
り
く
り
に
関
す
る
相
談
ま
で

向
き
合
っ
て
く
れ
る
ん
だ
っ
て
さ
！

女
子
ウ
ケ
の
い
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ
テ
ク
っ
て

知
り
ま
せ
ん
か
？

な
ん
だ
か

親
し
げ
だ
ね
？

中
間
テ
ス
ト
最
終
日
は

早
く
帰
れ
た
の
で

ト
マ
ト
農
家
の

中
里
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ

遊
び
に
来
て
い
ま
す

こ
ん
に
ち
は

ー
ー
ー
お
や

接
客
中
か
な
？

大
丈
夫
っ
ス

ど
う
ぞ
！

ゆ
う
に
い

      桜町  健児（４５）
ＪＡ職員で営農指導員

Ｊ
Ａ
の
顔
!?

主
人
公
の
一
ノ
瀬
な
お
さ
ん
は
、
現
在
地
元
の
高
校
に
通
う
16
歳
。
そ
ろ
そ
ろ
就
職
か
進
学
か
決
め
る
時
期
。
Ｊ
Ａ
に

勤
め
て
い
る
姉
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
将
来
の
自
分
を
見
つ
め
ま
す
。
ト
マ
ト
農
家
で
収
穫
体
験
中
に
感
じ
た
Ｊ
Ａ
と

農
家
の
つ
な
が
り
。
農
家
の
一
番
近
く
で
働
く
職
員
と
は
？

～ＪＡ事業紹介編～～ＪＡ事業紹介編～

第７７話第７７話 ＪＡの顔ＪＡの顔

まんが：じっく

広
報
誌

こ
し
ぇ
る

KKOO
SSHHEERRUU

▽
朝
晩
の
気
温
が
だ
い
ぶ
涼
し

く
な
り
、
秋
の
気
配
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
間
も
な

く
実
り
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

農
産
物
検
査
員
の
出
発
式
が
開

か
れ
る
な
ど
、
今
年
産
米
の
受

け
入
れ
準
備
が
着
々
と
進
ん
で

い
ま
す
。
出
来
秋
に
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。
▽
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
年
初
め
て
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平

泉
米
良
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
慢
の

お
米
を
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。	

 	
 （

浅
利
）

▽
今
年
も
青
年
部
で
は
立
て
看

板
を
制
作
し
、
管
内
の
農
畜
産

物
や
地
域
農
業
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。
制
作
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
取
材
し
、
ど
の
青
年

部
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
団

結
力
を
感
じ
ま
し
た
。
農
業
や

管
内
の
農
畜
産
物
へ
の
熱
い
思

い
が
詰
ま
っ
た
、
各
青
年
部
の

今
年
の
力
作
を
ぜ
ひ
、
掲
示
場

所
で
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。	

 （
及
川
）
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